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昨
年
放
送
さ
れ
た
連
続
テ
レ
ビ

小
説「
お
か
え
り
モ
ネ
」で
は
、市

内
の
観
光
施
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
が
ド
ラ
マ
に
登
場
し
、全
国

に
登
米
市
の
魅
力
が
発
信
さ
れ
ま

し
た
。現
在
も
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
こ
の
た
び
、ド
ラ
マ
の
舞

台
地
の
さ
ら
な
る
魅
力
を
発
信
す

る
た
め
、P
R
用
イ
ラ
ス
ト
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。イ
ラ
ス

ト
は
、似
顔
絵
な
ど
で
全
国
的
に

注
目
を
集
め
て
い
る
市
内
在
住
の

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
野
家
一か

ず

行ゆ
き

氏

に
よ
る
も
の
で
、「
夏
の
長
沼
フ
ー

ト
ピ
ア
公
園
」を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
爽
や
か
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。ポ

ス
タ
ー
は
市
内
の
観
光
施
設
や
各

店
舗
な
ど
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は「
夏
」が
テ
ー
マ
で
す

が
、今
後
、他
の
季
節
の
ポ
ス
タ
ー

も
制
作
予
定
で
す
。市
で
は
、こ
れ

か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

他
に
は
な
い
登
米
市
な
ら
で
は
の

魅
力
を
発
信
し
、「
住
ん
で
良
か
っ

た
」と
思
え
る
、「
住
ん
で
み
た
い
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、本
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し

て
い
た
だ
け
る
事
業
所
な
ど
を
募

集
し
て
い
ま
す
。協
力
い
た
だ
け

る
事
業
所
は
、観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
課（
観
光
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係
）
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周
囲
約
27
㌔
、面
積
6
3
0
㌶
、

県
内
最
大
を
誇
る
長
沼
は
、国
際

大
会
の
開
催
が
可
能
な
全
国
有
数

の
漕
艇
場
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　

湖
畔
に
は
、丘
の
上
に
立
つ
高

さ
21
㍍
の
オ
ラ
ン
ダ
風
車
が
シ
ン

ボ
ル
と
な
り
、長
大
な
ロ
ー
ラ
ー

滑
り
台
、ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、キ
ャ
ン

プ
場
を
有
す
る
長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア

公
園
。開
放
的
な
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー

を
楽
し
む
た
め
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
す
。広
大
な
敷
地
で
は
、花
火
や

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
め
じ
ろ
押
し
。中
で
も
、県

内
唯
一
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

「
東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
」は
、自
然

あ
ふ
れ
る
風
景
を
眺
め
な
が
ら
走

る
コ
ー
ス
が
ラ
ン
ナ
ー
に
人
気
。

　

ま
た
、風
車
の
南
側
、鎮
守
の
森

に
は
源
頼
朝
が
勧か

ん

請じ
ょ
う

し
た
と
さ
れ

る「
津
島
本
宮
社
」が
あ
り
、知
る

人
ぞ
知
る
秘
め
た
る
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

➊

園内施設
では「おかえりモネ展」を開催中の他、ホームページで「ダ
ンスで繫ごう！なないろのキズナ」を配信中。➋

常設で

全日本中学選手権
競漕大会の様子。➌

➍源頼朝が尾州(愛知県)津島神社の分霊をまつった
と伝えられる、 津島本宮社」。鳥居
をくぐり、振り返るとそこには･･･。➎東北各地の名物グ
ルメと日本酒を味わいながら走る「東北風土マラソン」。
今年は新型コロナの影響などによりオンラインで開催さ
れた。（写真は2019年開催時）

➊➊

➋➋➌➌

➍➍➎➎

　

登
米
市
と
栗
原
市
に
ま
た
が
る

伊
豆
沼
・
内
沼
。面
積
は
４
９
１

㌶
。こ
れ
は
、な
ん
と
東
京
ド
ー
ム

約
１
０
０
個
分
の
広
さ
で
す
。豊

か
な
自
然
が
残
さ
れ
、秋
か
ら
冬

に
か
け
て
は
渡
り
鳥
の
越
冬
地
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

沼
は
周
囲
の
田
ん
ぼ
の
水
源
と

し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、荒

川
の
遊
水
地
と
し
て
洪
水
調
整
の

役
割
も
果
た
し
て
お
り
、地
域
の

人
々
の
生
活
と
密
接
に
関
わ
り
な

が
ら
保
全
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ハ
ス
の
開
花
時
期
に
は
、「
は
す

ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。小
型

遊
覧
船
に
乗
っ
て
、湖
面
い
っ
ぱ

い
に
咲
き
誇
る
ハ
ス
の
花
を
間
近

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。毎
年

大
勢
の
観
光
客
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、船
頭
や
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

皆
さ
ん
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。　

➊➊

➋➋

➌➌

➊毎年７月下旬～８月中旬に開催される「はすまつり」。美
しさもスケールも東洋一と言われているピンク色のハスの
花が辺り一面に咲く中を、30分ほどかけて船頭さんの説明
を聞きながら、ゆっくりと観賞することができる。（写真は
2021年はすまつり）➋19枚の花弁が開くと大人の顔が隠れ
るほどの大きさになる。夜明けに咲き始め午後にゆっくり
萎むので、午前中が見ごろ。開花から２～３日で花が散り、
実になる。➌沼には水生植物が繁茂し、冬も凍ることがない
ため、ガンやカモ、ハクチョウなど渡り鳥の貴重な越冬場所
となっている。1982（昭和60）年に国際的に重要な湿地を保
全する「ラムサール条約」に登録された。早朝、鳥たちが一斉
に飛び立つ風景は圧巻。➍７月の大雨により伊豆沼・内沼の
水位が大幅に上昇し、ハスの花が水没。今年のはすまつり
（迫会場）は残念ながら中止となった。

➍➍
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登
米
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
夢
・
大
地
み
ん
な
が
愛
す
る
水
の

里
」に
象
徴
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
。

今
回
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、東
和
町
鱒
淵
川
の
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
生
息
地
や
米
山
町
と
豊
里
町

に
ま
た
が
る
桜
の
名
所
平
筒
沼
、

旧
北
上
川
沿
い
に
整
備
さ
れ
た
豊

里
水
辺
の
公
園
な
ど
、市
内
に
は

魅
力
的
な
水
辺
が
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

恵
み
も
災
い
も
も
た
ら
す
自

然
。今
年
も
地
震
や
大
雨
に
よ
り

各
地
で
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

し
か
し
、地
域
の
人
た
ち
は
災
害

に
向
き
合
い
、そ
の
都
度
立
ち
上

が
り
、自
然
と
共
存
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
た
ち
が
大
切
に
守
り

伝
え
る
景
色
、水
が
育
ん
だ
暮
ら

し
の
知
恵
や
文
化
、多
種
多
様
な

生
き
物
た
ち
。水
辺
を
訪
ね
て
い

け
ば
、新
た
な
価
値
の
発
見
が
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
し
て
、

水
辺
を
次
世
代
に
つ
な
げ
よ
う
と

取
り
組
む
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と

の
出
会
い
は
、笑
顔
と
元
気
が
生

ま
れ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。市
は
、

豊
か
な
水
辺
空
間
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

水
が
取
り
持
つ
縁
を
探
し
に
、

水
の
里
を
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

津
山
町
横
山
の
大
徳
寺
境
内
の

御お

池
は
約
4
3
0
年
前
に
今
の
形

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

湧
き
水
の
た
め
四
季
を
通
じ
て
水

温
が
安
定
し
て
お
り
、多
数
の
ウ

グ
イ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、古
く
か
ら
不
動
尊
に
仕
え
る

神
聖
な
魚
と
し
て
地
域
の
人
々
に

愛
護
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ウ
グ
イ
は
陽
春
の
５
月
頃
か
ら

加
茂
川
を
下
り
、産
卵
を
終
え
た

８
月
頃
に
池
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

冬
に
な
る
と
、水
が
沸
き
出
る
場

所
に
は
魚
た
ち
が
集
ま
り
肩
を
寄

せ
合
う
、直
径
１
㍍
程
の「
魚
だ
ま

り
」を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
か
ら
湧
き
出
る
伏

流
水
、地
域
が
守
り
伝
え
て
き
た

清
ら
か
な
水
の
流
れ
は
、ま
る
で

心
身
ま
で
も
が
浄
化
さ
れ
る
よ
う

な
美
し
さ
で
す
。

横
山
の
ウ
グ
イ
生
息
地

国
指
定
天
然
記
念
物

2022.9

　

北
上
川
は
、岩
手
県
岩
手
町
に

あ
る「
弓ゆ

は

ず弭
の
泉
」を
源
流
に
、

岩
手
県
と
宮
城
県
を
流
れ
る
一

級
河
川
で
、登
米
市
の
東
側
を

北
か
ら
南
に
流
れ
て
い
ま
す
。流

路
延
長
2
4
9
㌔
、
流
域
面
積

1
万
1
5
0
平
方
㌔
は
東
北
最

大
、全
国
4
番
目
の
河
川
で
す
。流

域
に
は
広
大
で
肥
沃
な
登
米
耕
土

が
形
成
さ
れ
、県
内
で
も
有
数
の

穀
倉
地
帯
で
、基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
の
発
展
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
「
昔
の
楽
し
か
っ
た
き
れ
い
な

北
上
川
に
戻
し
た
い
」と
い
う
思

い
の
仲
間
が
集
ま
り
、平
成
15
年

に
発
足
し
た「
と
よ
ま
北
上
川

か
っ
ぱ
の
会
」は
、船
着
き
場
の

除
草
や
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、稚

魚
放
流
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。特
に
北
上
川
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
は
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。雄

大
な
景
色
を
眺
め
な
が
ら
川
の
歴

史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
は
、継
続
的
な
活

動
に
対
し
国
土
交
通
省
東
北
地
方

整
備
局
か
ら
河
川
愛
護
功
績
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、多
く
の
人
に
川

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、北
上

川
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

北
上
川

➊悠々と流れる北上川を下るクルージ
ング。登米船着場を出発し、ゴール地点
では北上川と旧北上川をつなぐ土木遺
産「脇谷閘

こ う

門」を船で通過する体験がで
きる。➋クルージング体験をした子ど
もたちには、北上川のことが学べるレ
アカード「北上川下流河川構造物カー
ド」をプレゼント。

➊➊

➋➋

三
滝
堂

　

三
滝
堂
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、東

和
町
米
谷
地
区
の
山
間
を
流
れ
る

大
関
川
沿
い
に
広
が
る
、お
よ
そ

１
７
０
０
平
方
㍍
の
公
園
で
す
。

　

公
園
内
の
散
策
路
に
は
サ
ク
ラ

や
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
樹
木
が
茂
り
、

木
漏
れ
日
を
感
じ
な
が
ら
美
し
い

緑
の
下
を
散
策
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。川
の
流
れ
は
緩
や
か
で
、子

ど
も
た
ち
が
透
き
通
る
水
の
中
を

泳
ぐ
小
さ
な
魚
を
捕
ま
え
た
り
、

膝
ま
で
水
に
つ
か
っ
て
石
を
拾
っ

た
り
し
て
、水
遊
び
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
に
利

用
で
き
る
芝
生
の
広
場
も
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
大
人
気
。併
設
さ
れ
て
い

る
キ
ャ
ン
プ
場
は
、テ
ン
ト
サ
イ

ト
の
ほ
か
炊
事
棟
な
ど
も
完
備
し

て
い
ま
す
。緑
が
鮮
や
か
な
夏
の

時
期
は
、時
に
は
駐
車
場
が
い
っ

ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
大
勢
の
家
族
連

れ
な
ど
が
訪
れ
、賑
わ
い
ま
す
。ま

た
、紅
葉
も
鮮
や
か
で
季
節
に
応

じ
た
楽
し
み
方
が
で
き
る
こ
と
も

魅
力
で
す
。

　

三
滝
堂
は
、幅
広
い
世
代
が
楽

し
め
る
だ
け
で
な
く
、地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
自
然
体
験
学
習
の
場

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
の
恩
恵
を
感
じ
ら
れ
る
憩

い
の
場
。市
内
外
、地
域
住
民
な
ど

多
く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
三

滝
堂
。こ
の
自
然
を
守
る
た
め
に
、

地
元
住
民
で
環
境
保
全
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

大関川の上流にあるカフェ。
清流の音や風を感じながら、
栃木で修業を積んだ店主の淹
れる香り高い本格コーヒーを
味わうことができる。

三滝堂ふれあい公園のすぐ近
く、静かな里山にある木造の
店舗で、店主こだわりのひき
たて・打ちたて・ゆでたての
「三たてそば」が楽しめる。
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公
の
施
設
を
管
理
運
営
す
る
指

定
管
理
者（
団
体
）を
募
集
し
ま

す
。個
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

９
月
９
日（
金
）午
後

５
時

指
定
管
理

者
を
募
集
す
る
施
設
の
担
当
部
署

で
配
布
し
ま
す

➊
➋ ☎

➌ ☎

➍ ☎
➎
➏ ☎

➐ ☎

➑ ☎

☎

➒
➓

☎
➊
令
和
５
年

４
月
１
日
〜
令
和
８
年
３
月
31

日
、
➋
〜

令
和
５
年
４
月
１
日

〜
令
和
10
年
３
月
31
日

書
類
審
査
お
よ
び
ヒ

ア
リ
ン
グ
審
査
で
候
補
者
を
選
定

し
、市
議
会
で
の
承
認
後
、指
定
管

理
者
に
指
定
し
ま
す

■

　

令
和
５
年
度
に
実
施
す
る
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

や
地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

事
業
を
支
援
し
ま
す
。

➊
市
内
に
活
動
の
拠

点
が
あ
る
➋
構
成
員
が
５
人
以
上

➌
運
営
や
組
織
に
関
す
る
規
約
や

会
則
を
定
め
て
い
る
➍
政
治
活

動
、宗
教
活
動
ま
た
は
営
利
を
目

的
と
し
て
い
な
い

単
年
度
。た
だ
し
、事

業
の
性
質
上
、実
施
期
間
が
複
数

ともに登米市を支える仲間を募集します

市公式ホームページ内「職員採用情報」からダウンロードできます
封筒の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書きし、下記２点を同封してください

　　　　　　  　・宛先を明記した返信用封筒（Ａ４版が入る大きさに120円切手を貼付したもの）
　　　　　　  　・連絡先（電話番号）を明記した任意の用紙

迫庁舎２階人事課または各総合支所市民課で
　　　　　　　　配布します（平日午前８時30分～午後５時15分）

総務部人事課（人事研修係）　☎0220（22）2145

年
度
に
わ
た
る
場
合
は
２
年
ま
で

補
助
率
２
分
の
１

以
内
で
、50
万
円
を
上
限
に
補
助
。

事
業
期
間
が
複
数
年
度
に
わ
た
る

場
合
、２
年
目
は
３
分
の
１
以
内

９
月
30
日（
金
）

※
申
し
込
み
の
際
は
、事
前
に
相

談
く
だ
さ
い

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
市

民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

■

　

令
和
５
年
度
に
実
施
す
る
集
会

施
設
の
建
設
や
改
修
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。➊

集
会
施
設
の
建

設
・
購
入
➋
集
会
施
設
の
修
繕
・
模

様
替
え（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含

む
）・
増
築

補
助
率
２

分
の
１
以
内
／
➊
建
設
・
購
入
＝

１
千
万
円
➋
修
繕
・
模
様
替
え
な

ど
＝
２
５
０
万
円

➊
門
、柵
、植
樹
な

ど
の
附
帯
工
事
費
・
購
入
費
➋
用

地
の
取
得
費
➌
既
存
の
建
物
の
解

体
費
➍
備
品
購
入
費
な
ど

10
月
31
日（
月
）

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、対
象
経
費
な

ど
は
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。補

助
率
・
上
限
額
な
ど
は
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。要
望
金
額
の

合
計
が
予
算
額
を
超
え
た
場
合
、

優
先
基
準
に
基
づ
き
補
助
団
体
を

決
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
市
民
協
働
課（
市

民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　「登米市自然環境等と再生可能エネルギー発電事業と
の調和に関する条例」が６月８日から施行されました。市
内で再生可能エネルギー発電設備（太陽光・風力・水力・バ
イオマスなど）の設置を行う場合は、事前に市の同意が必
要です。

発電出力10㌗以上の再生可能エ
ネルギー発電事業
※太陽光発電で建物の屋根や屋上で行う場合や抑制区域
以外に設置する発電出力50㌗未満の場合は適用外となり
ます

土砂災害（特別）警戒区域、急傾斜地崩壊危険
区域、鳥獣保護区、保安林、農用地区域など
※事業を計画する場合は事前に確認してください

事業実施に係る届け出の前に、関係する
住民などへ発電事業の内容などに係る説明会を開催し、

発電事業に対する理解が得られるように努めてくださ
い。説明会の開催範囲などは、事前に市へ相談ください

住民などに対する説明会を開催
後、発電事業に着手しようとする日の90日前まで、必要書
類を添えて届け出が必要です
※再エネ特措法による申請を行う場合は、申請予定日の
90日前までに届け出が必要です

この条例が適用となる発電事業を実施する場
合、市の同意が必要です。事業区域の全部または一部が抑
制区域に位置する場合は、同意できません
※市長がこの条例の目的に照らして支障がないと認める
ときは例外として扱います
※詳細については市公式ホームページをご覧ください

市民生活部環境課（環境政策係）
☎0220（58）5553
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■
　豊里老人保健施設（スマイルとよさと）は、2000年
６月に開設し、現在は入所定員75人、通所リハビリ
テーション定員30人として、主に市内や近隣市町の
高齢者に利用されています。
　豊里老人保健施設では、介護を必要とする高齢者
の自立を支援し、家庭への復帰を目指すために医師
による医学的管理のもと、看護や介護、作業療法士や
理学療法士などによるリハビリテーションを中心
に、栄養管理・食事・入浴などの日常サービスも提供
しています。
　利用者の状態や目標に合わせたケアサービスを医
師などの専門スタッフが行うことで、夜間でも安心
できる体制を整えています。
　また、短期入所療養介護（ショートステイ）として
一定期間の入所サービスも提供するとともに、通所
リハビリテーションにより、日常生活動作の維持・向
上を図ることで、自宅で暮らす要介護者と家族を支
える役割を担っています。

豊里老人保健施設　☎0225（76）5635

■
　短期入所療養介護（ショートステイ）は、療養生活
の質の向上と利用者の家族の身体的、精神的負担の
軽減を図ることを目的としています。
　介護を必要とする人の機能回復はもちろん、日ご
ろから介護に携わっている人が病気となった場合や
冠婚葬祭、旅行などで一時的に介護ができない場合
にも利用することができますので、気軽に相談くだ
さい。

～短期入所療養介護（ショートステイ）～

　

橋
梁
の
補
修
工
事
に
伴
い
、県

道
古
川
登
米
線「
桜
岡
橋
」は
８
月

10
日（
水
）か
ら
９
月
20
日（
火
）ま

で
終
日
全
面
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
。通
行
規
制
期
間
中
は
交
通
渋

滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、迂
回

路
案
内
看
板
に
従
っ
て
、最
寄
り

の
国
道
、県
道
ま
た
は
市
道
へ
の

迂
回
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。（
土
・
日
・
祝
日
も
通
行
規
制
を

行
い
ま
す
）

　

な
お
、桜
岡
橋
隣
の「
桜
岡
歩
道

橋
」は
常
時
通
行
で
き
ま
す
。歩
行

者
、自
転
車（
自
転
車
か
ら
降
り
、

押
し
て
通
行
）の
人
は
、こ
れ
ま
で

ど
お
り
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

県
東
部
土
木
事
務

所
登
米
地
域
事
務
所（
道
路
建
設

班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
４
３

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療

費
窓
口
負
担
割
合
の
見
直
し
に
伴

い
、現
在
お
持
ち
の「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証（
保
険
証
）」の

有
効
期
限
は
９
月
30
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。10
月
か
ら
の
新

し
い
保
険
証
は
９
月
中
旬
に
郵
送

し
ま
す
。新
し
い
保
険
証
の
色
は
、

緑
色
で
す
。医
療
機
関
受
診
な
ど

の
際
、保
険
証
の
有
効
期
限
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、制
度
改
正
の
趣
旨
な
ど

の
照
会
を
受
け
付
け
る
た
め
、国

が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

☎
０
１
２
０（
０
０
２
）７
１
９

受
付
時
間
＝
月
〜
土
曜
、午
前
９

時
〜
午
後
６
時

▼
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

☎
０
２
２（
２
６
６
）１
０
２
１

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

医
療
費
助
成
受
給
資
格
者
証
の

有
効
期
間
は
、10
月
１
日
か
ら
翌

年
９
月
30
日
ま
で
の
１
年
間
で

す
。受
給
要
件
を
満
た
す
人
に
は
、

新
し
い
受
給
資
格
者
証
を
９
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
。手
続
き
は
不

要
で
す
。ま
た
、所
得
基
準
額
を
超

え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、受
給
要

件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
人
に

は
、そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、次
に
該
当
す
る
場
合

は
、受
給
要
件
が
確
認
で
き
な
い

た
め
、手
続
き
が
必
要
で
す
。

◉

＝
確
定
申
告
、住
民
税
の
申

告
が
必
要
で
す

◉

＝
同
意
書（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
情
報
照
会
）、ま

た
は
所
得
証
明
書（
扶
養
人
数
や

税
控
除
額
が
分
か
る
も
の
）の
提

出
が
必
要
で
す

子
ど
も
医
療
費
助

成
、障
害
者
医
療
費
助
成
、母
子
・

父
子
家
庭
医
療
費
助
成
の
全
受
給

者

市
民
生
活
部
国
保

年
金
課（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０
（
５
８
）２
１
６
６

　

令
和
３
年
度
に
完
成
し
た
優
良

な
工
事
の
施
工
業
者
、技
術
者
の

表
彰
式
が
７
月
20
日
、迫
公
民
館

で
開
か
れ
、市
発
注
工
事
か
ら
５

件
を
選
出
し
、施
工
業
者
４
社
、技

術
者
５
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

施
工
業
者（
代
表
者
）名

＝
技
術
者
名
▼
阿
部
建
設（
阿
部

一
男
）＝
阿
部
末
吉
▼
柴
清
工
業

（
柴
田
真
也
）＝
後
藤
大
公
▼
大
伸

建
設（
佐
藤
剛
）＝
高
橋
章
喜
▼
大

伸
建
設（
佐
藤
剛
）＝
遠
藤
旺
▼
渡

辺
商
事（
渡
邊
潤
）＝
佐
々
木
卓
哉

契
約
検
査
室（
検

査
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６



1213 2022.9

じ
ま
す
。９

月
20
日（
火
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い市

民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

妊
娠
中
の
生
活
を
快
適
に
過
ご

し
、赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
生
み
育

て
る
た
め
の
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
る
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。パ
パ
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

妊
娠
期
の
食
事
バ
ラ
ン

ス
、お
産
の
し
く
み
、マ
タ
ニ
テ
ィ

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

９
月
22
日（
木
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分中

田
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い市

民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

同
じ
気
持
ち
を
持
つ
お
母
さ
ん

同
士
、み
ん
な
で
ゆ
っ
く
り
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

９
月
15
日（
木
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

☎

　

☎

　

☎

 ▶

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊊
☎ ☎

㊎
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111

㊊

㊋

㊌

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

　☎

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望す 
　る場合はご連絡ください
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

　

認
知
症
は
誰
も
が
か
か
る
可
能

性
の
あ
る
病
気
で
す
。

　

毎
日
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
で
防
げ
る
可
能
性
が
で
て
く
る

の
で
、リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。認
知
症
予
防
の
た
め

の「
６
つ
の
習
慣
」➊
適
度
な
運
動

➋
人
と
の
会
話
を
増
や
す
➌
食
事

は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
➍
飲

酒
・
喫
煙
は
控
え
め
に
➎
口
内
は

清
潔
に
保
つ
➏
睡
眠
は
し
っ
か
り

と
る
。こ
れ
ら
の
習
慣
を
取
り
入

れ
、楽
し
く
積
極
的
に
生
活
し
ま

し
ょ
う
。

　

認
知
症
に
関
し
て
、何
か
聞
い

て
み
た
い
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、気
軽
に
お
住
ま
い
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。福

祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

◉
　

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
問
題
を
抱

え
る
人
の
家
族
が
、病
気
の
治
療

や
回
復
の
過
程
、依
存
症
に
よ
る

問
題
行
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学

び
合
う
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

飲
酒
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
薬

物
な
ど
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人

■

だ
さ
い

９
月
16
日（
金
）市

民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死kenkosuisin@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

◉
　

妊
娠
中
の
こ
と
や
出
産
、育
児

に
つ
い
て
、一
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。心
配
な
事
や
不
安
な
事

な
ど
、助
産
師
が
個
別
相
談
に
応

Good health is a great blessing

の
家
族

９
月
７
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

石
巻

保
健
所
登
米
支
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　

こ
こ
ろ
の
健
康
を
大
切
に
考
え

る
人
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
お
互
い

に
支
え
合
え
る
ま
ち
を
目
指
し

て
い
く
た
め「
こ
こ
ろ
の
元
気
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
開
催
し

ま
す
。自
分
の
い
の
ち
の
原
点
を

振
り
返
り
な
が
ら
、「
今
の
自
分
」

や「
こ
こ
ろ
」と
向
き
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

➊
９
月
30
日（
金
）➋

10
月
19
日（
水
）➌
11
月
９
日（
水
）

➍
11
月
28
日（
月
）／
➊
➋
＝
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
➌
➍
＝
午
前
10

時
〜
11
時
45
分

市
役
所
南
方
庁
舎

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

を
応
援
し
た
い
人

20
人

※
初
め
て
受
講
す
る
人
を
優
先
し

ま
す

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く

ン
タ
ー

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い南

方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

◉
　

体
を
動
か
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

み
ん
な
で
子
育
て
に
つ
い
て
話
し

ま
し
ょ
う
。

９
月
21
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

米
山
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い米

山

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
３
１
３

　　

大
崎
市
民
病
院
本
院
を
受
診
す

る
際
は
、か
か
り
つ
け
医
な
ど
か

ら
の
紹
介
状
と
事
前
の
診
療
予
約

が
必
要
で
す
。な
お
、国
の
制
度
改

正
に
伴
い
10
月
１
日
か
ら
紹
介
状

が
な
く
初
診
を
希
望
す
る
場
合
、

治
療
費
に
加
え
、負
担
料
金
が
税

込
で
５
５
０
０
円
か
ら
７
７
０
０

円
に
変
更
と
な
り
ま
す
。詳
し
く

は
大
崎
市
民
病
院
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
崎
市
民
病
院
地

域
医
療
連
携
室

☎
０
２
２
９（
２
３
）３
３
１
１



今月のホットライン HOTLINE

15 142022.9

仙台育英の獅子太鼓部による獅子舞が披露され、東和蛍雪校舎
の開校を祝いました。

　「仙台育英学園高等学校東和蛍雪校舎開校記念式典」
（同校主催、加藤雄

たけ

彦
ひ こ

理事長）が７月22日、同校東和蛍雪
校舎で開かれました。
　開校した東和蛍雪校舎は旧鱒淵小校舎を改修。８月
30日から１年生の学びやとして新たな幕開けを迎えま
す。加藤理事長は「自然も人情も豊かなこの地で、在校
生や教職員はもちろんのこと、多くの同窓生や地域の
皆さんと仙台育英学園の軌跡をたどっていただけたら
うれしい」と期待を込めました。熊谷市長は「未来を担
う若者の育成の場として、地域と共に歩んでほしい。
今後の発展を願っています」と話しました。

会場には、当時の写真や資料を多数掲示。講話と掲示資料により
参加者たちは惣右衛門の生涯への理解を深めました。

　「錦織郷土史講座」（錦織地域振興会主催、猪股勇
ゆう

亀
き

会
長）が７月20日、錦織公民館で開かれました。
　講座は、地域出身の稀有な人物を紹介することを目
的に企画。伝記「カナダ移民のパイオニア佐藤惣

そ う え も ん

右衛門
物語」を題材にし、著者の佐藤正

まさ

弥
や

さん（82）＝仙台市泉
区＝、梅津恒

つね

夫
お

さん（79）＝山形県長井市＝、舩坂朗
さえ

子
こ

さ
ん（73）＝東京都豊島区＝を講師に迎えました。講話で
はスクリーンに映し出された写真や資料を講師が丁寧
に説明。講師の梅津さんは「ふるさとの人たちに自分の
人生の道のりを知ってもらうことができて、惣右衛門
自身もきっと喜んでいると思う」と話しました。

照り付ける日差しの中、元気に神楽や太鼓を披露した子どもた
ち。会場には大勢の観客が集まりました。

　 「登米市佐沼夏祭り」（同実行委員会主催、熊谷敏
とし

明
あ き

会長）が７月31日、迫町佐沼地区で開かれました。
　コロナ禍により中止が続いていましたが、３年ぶり
の開催となった佐沼夏祭り。例年と比べ大幅に規模を
縮小して行われました。アルコール消毒などの感染症
対策を施した飲食ブースには、焼き鳥やかき氷など、お
祭りの雰囲気を盛り上げる屋台が出店。郷土芸能佐沼
鹿踊奉納や佐沼音頭による手踊り大行進などが、集ま
った観客を沸かせました。午後７時からは祭りのフィ
ナーレを飾る約2,500発の花火が打ち上げられ、夏の夜
空を鮮やかに彩りました。

この日、市内は気温が35℃を超える猛暑日となったものの、会
場を訪れた人たちは久しぶりの祭りを楽しんでいました。

　「ふれあいあじさいまつり」（南方コミュニティ運営
協議会主催、永浦勝

かつ

男
お

会長）が７月２日、大嶽山交流広
場で開かれました。
　祭りは地域の関係団体や住民の連帯感と世代間交流
を深めることを目的に企画。開放的な広場を活用した
町内小中学生のステージ発表やゲームなどのふれあい
コーナーのほか、商工会による販売コーナーが開設さ
れました。高橋敏

とし

郎
ろ う

さん（73）=南方町北大畑=は、「町
内の人たちが集まることができない状況が続いていた
が、今日は元気な子どもたちの姿が見られた。久しぶり
に会えた人もいてとても良かった」と話しました。

　「介護予防健康体操教室In津山」（津山・豊里地域包括
支援センター主催）は７月12日、津山老人福祉センター
で開かれ、地域住民20人が参加しました。
　同教室はベガルタ仙台のこころもからだも元気
Projectの一環です。教室では、ベガルタチアリーダー
ズが音楽に合わせて楽しみながら体を動かせる体操を
指導。参加者はチアダンスを取り入れた体操で心も体
もリフレッシュしました。杉田ことじさん（73）＝津山
町宮町＝は「体操は簡単で分かりやすく、効果があるよ
うに感じた。これなら日常生活に取り入れて毎日でき
る。ぜひまた開いてほしい」と話しました。

参加者たちはベガルタチアリーダーズと一緒に血行を良くし、
コリをほぐすストレッチや体操を行いました。

角谷支店長は「市と協力して安心で安全に暮らせるまちづくり
を目指していきたい」と話しました。

　「登米市とあいおいニッセイ同和損害保険株式会社
との地方創生に関する包括的連携協定締結式」は７月
19日、迫庁舎で開かれ、市とあいおいニッセイ同和損保
（角谷淳

あ つ し

志仙台支店長）が連携協定を締結しました。
　市と同社は、地方創生の推進に向けて、防災・災害対
策や産業の振興、教育、健康などさまざまな分野で協
力。持続可能なまちづくり、未来へつなぐまちづくりの
実現に取り組んでいきます。熊谷市長は「全国、世界に
張り巡らせたネットワークと蓄積してきたノウハウを
生かしていただき、連携、協力して地域課題の解決につ
なげていきたい」と話しました。
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Dream
Monthly Hot Communication

2019年5月8日生まれ
中田町・本町畑中　翔平さんの長男
食べるの大好き、おしゃべり大好き。
これからも元気にすくすく大きくな
あれ。

Monthly Hot Communication

Child

2021年6月15日生まれ
迫町・横丁　拓也さんの長男
元気と笑顔がいっぱいでかわいくて
しょうがない凌久。よく食べよく寝
て元気にすくすく育ってね。

海の生き物と触れ合う仕事を
　ぼくの将来の夢は、水族館の飼育員になるこ
とです。水族館に来た人に生き物の素晴らしさ
を伝えたいと思います。
　水族館の飼育員になりたいと思ったきっか
けは、海の生き物や自然の中の動物が大好き
で、よく動物園や水族館に連れて行ってもらっ
ていたからです。特に水族館でイルカのショー
を見た時には、「かっこいい！」「もっと近くで
見たい」「さわってみたい」という思いが強くな
りました。だから、海の生き物と関わる仕事が
したいと思うようになりました。
　そのために、今から生き物と関わるための
努力をしていきたいです。それぞれの生き物
について調べたり、触れ合ったりしながら海
の生き物に詳しくなりたいし、イルカと泳ぐ
ために、泳ぎの練習もしたいです。水族館に来
た人が、笑顔で帰ることができるように、イル
カなどの海の生き物に詳しい飼育員を目指し
ていきたいです。

くん（３歳）くん（１歳）

いたずら大好きで怒りん坊な元気な
そわくん。これからもたくましく元
気でいてください。

くん（１歳）

2021年7月10日生まれ
米山町・鈴根　敦哉さんの長男

Half Century
Monthly Hot Communication

仕事に一生懸命で、よく
働く人だなあって思ったね。

二人で道の駅巡りをし
たことかな。県内や岩手県、山形
県の道の駅に行って地域の特色
を見たことが楽しかったね。
★

地域の集まりやイベント
に積極的に参加する行動力のあ
る人だよ。料理が上手で何でも

おいしいんだ。
優しくて、なんでも受

け入れてくれる人。

やっぱりケンカしないこ
とだね。お互いの考えを理解し
て話し合うことが大事だと思う
よ。あとは、健康が一番大事だか
ら、お互いの健康管理も大切。こ
れからも変わらず地域の人たち
と交流しながら生活していきた
いね。

おいしい料理と健康が大事

　145㌢でB型です。
　チャチャワールドいしこしと高森

パークゴルフ場に受付事務として勤めています。
人と接することが好きで、子どもから大人まで幅
広い世代のお客さんと触れ合うことができる接
客業に魅力を感じたことがきっかけです。来場者
から「楽しかった」「また来たい」という声を聞い
たり、けがをした子どもの手当てをしたときに保
護者から感謝の言葉をかけられたりしたときに
うれしくてやりがいを感じますね。

何事にも慎重な性格です。親から
は真面目だと言われます。

　YouTubeで音楽を聴いたり、アクセサ
リー作りなどのハンドメイドを始めようと思っ
ているので関連の動画を見たりすることですね。

友人と買い物に出かけます。いろんな
店を見て回ることが好きです。

　一緒に居て気を使わない人で
すね。明るくて面白い人が好きです。

　コロナが落ち着いたら
県内外の温泉巡りをしてみたいです。

　子どもたちが育ちやす
い環境を整えてほしいです。親子で遊べる施設が
増えるといいなと思います。

Young
Monthly Hot Communication
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※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

消
防

署（
救
急
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　

民
法
改
正
に
よ
り
、令
和
４
年

４
月
１
日
か
ら
成
年
年
齢
が
20
歳

か
ら
18
歳
へ
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。市
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
20
歳

の
人
を
対
象
に
式
典
を
実
施
し
ま

す
が
、成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に

伴
い
、式
典
の
新
し
い
名
称
を
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

式
典
の
名
称
に
ふ
さ
わ
し
く
、参

加
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
名
称

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
在
住
の
人

８
月
18
日（
木
）午
前

９
時
〜
９
月
16
日（
金
）午
後
５
時

次
の
い
ず
れ
か
に
よ

り
回
答
し
て
く
だ
さ
い

➊
Ｗ
ｅ
ｂ
回
答
＝
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
回
答
フ
ォ
ー
ム

　　

植
物
を
中
心
と
し
た
登
米
市
に

あ
る
自
然
環
境
や
環
境
保
全
活
動

に
つ
い
て
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
交
え
な
が
ら
基
礎
知
識
を
身
に

つ
け
る
環
境
教
育
リ
ー
ダ
ー
育
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

10
月
上
旬
か
ら
月
１

〜
２
回
程
度（
全
４
回
）

10
人
程
度

※
応
募
人
数
が
少
な
い
場
合
、中

止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

無
料市

内
在
住
ま
た
は
市

内
で
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人

９
月
16
日（
金
）市

民

生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死kankyo@
city.tom

e.m
iyagi.

jp　　

市
の
施
設
に
設
置
す
る
自
動
販

売
機
の
設
置
者
を
募
集
し
ま
す
。

東
和
若
草
山
公
園

（
東
和
町
米
川
字
東
綱
木
）

１
台清

涼
飲
料
水

（
酒
類
を
除
く
）の
自
動
販
売
機

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
４

件
▼
エ
ア
コ
ン
、液
晶
テ
レ
ビ

な
ど
１
２
０
万
円
▼
会
議
用

テ
ー
ブ
ル
、折
り
畳
み
椅
子
な
ど

１
８
０
万
円
▼
物
置
、エ
ア
コ

ン
な
ど
２
５
０
万
円
▼
会
議
用

テ
ー
ブ
ル
、折
り
畳
み
椅
子
な
ど

１
０
０
万
円

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

☎

（
災
害
救
援
対
応
型
）

10
月
１
日
〜
令
和
６

年
３
月
31
日

売
上
高
に
８
％
を
乗

じ
た
金
額

※
自
動
販
売
機
の
電
気
料
は
設
置

者
負
担　

要
領
、仕
様
書
な
ど

は
、総
務
部
総
務
課（
迫
庁
舎
２

階
）で
配
布
ま
た
は
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。募
集
内
容
を
確
認
の
上
、

参
加
申
込
書
類
を
提
出
く
だ
さ
い

※
公
募
設
置
希
望
者
が
複
数
の
場

合
は
、抽
選
で
決
定
し
ま
す

８
月
18
日（
木
）〜
９

月
２
日（
金
）

９
月
９
日（
金
）総

務

部
総
務
課（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

へ
ア
ク
セ
ス
し
て
回
答

➋
紙
回
答
＝
各
総
合
支
所
備
え
付

け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
記
入
の

上
、各
総
合
支
所
内
に
設
置
し
た

回
収
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い

教
育
部
生
涯
学
習

課（
生
涯
学
習
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

　　

宝
く
じ
助
成
事
業
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や
集

会
施
設
の
整
備
な
ど
に
助
成
し
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
事
業
で

す
。本
年
度
の
募
集（
見
込
み
）の

https://
forms.gle/
SwEKX4zRZM　
8EzhpWA

　

９
月
第
１
週
目
の「
防
災
週
間
」

に
合
わ
せ
て
、「
県
９
・
１
総
合
防

災
訓
練
」を
実
施
し
ま
す
。こ
の
訓

練
は
、近
年
多
く
発
生
し
て
い
る

地
震
や
土
砂
災
害
の
発
生
時
に
、

各
種
団
体
や
地
域
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
迅
速
か
つ
的
確
な
災
害
応

急
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
実
施
す

る
も
の
で
す
。ま
た
、市
民
の
皆
さ

ん
に
大
規
模
自
然
災
害
に
つ
い
て

　　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
、適
切
に
応
急
手
当
て
を
す
る

こ
と
で
一
人
で
も
多
く
の
人
の
命

を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
切

な
命
を
救
う
た
め
、講
習
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

９
月
18
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー（
３

階
大
会
議
室
）

心
肺
蘇
生
法
、A
E
D
使

用
方
法
、止
血
法
な
ど

無
料20

人（
先
着
順
）

※
中
学
生
以
上
の
誰
で
も
受
講
で

き
ま
す

９
月
11
日（
日
）

電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

※
再
講
習
を
希
望
す
る
人
も
併
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す

■

☎

の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、災

害
に
対
す
る
備
え
を
十
分
に
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

９
月
３
日（
土
）午
前
９
時

〜
午
後
１
時

➊
北
上
川
河
川
歴
史
公
園

（
メ
イ
ン
会
場
）➋
津
山
若
者
総
合

体
育
館
➌
長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公
園

➍
柳
津
虚
空
蔵
尊
前
駐
車
場（
参

観
者
駐
車
場
）

柳
津
虚
空
蔵
尊
前
駐
車

場（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
有
）

倒
壊
建
物
救
出
訓

練
、土
砂
災
害
救
出
訓
練
、航
空
水

難
救
助
訓
練
、避
難
所
開
設
運
営

訓
練
な
ど

訓
練
当
日
は
、北
上

川
河
川
歴
史
公
園
内
を
通
る
市
道

小
麻
・
鴇
波
線
が
、午
前
７
時
30
分

か
ら
午
後
１
時
ま
で
通
行
止
め
と

な
り
ま
す

当
日
午
前
９
時
に
市
内

全
域
で
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

訓
練
会
場
近
隣
で
は
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
飛
行
音
や
防
災
機
関
車
両

に
よ
る
サ
イ
レ
ン
音
な
ど
が
鳴
り

ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
状
況
に
よ
り
、内
容

の
変
更
や
訓
練
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す総

務
部
防
災
危
機

対
策
室（
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
９
３

収穫用品各種
大量入荷しました‼
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イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
う
た
め
に

は
、９
月
末
ま
で
に
カ
ー
ド
を
申

請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
の

機
会
に
申
請
を
検
討
く
だ
さ
い
。

９
月
14
日（
水
）〜
16
日

（
金
）午
後
２
時
〜
５
時

登
米
総
合
体
育
館

本
人
確
認
書
類（
運
転

免
許
証
な
ど
）、上
履
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

県
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
普
及
促
進
事
務
局

☎
０
２
２（
２
６
３
）６
７
１
２

死tom
esou@

od.m
ysw
an.ed.jp

　

認
知
症
の
人
や
家
族
、地
域
の

人
な
ど
が
集
ま
り
、音
楽
の
生
演

奏
を
聴
き
、認
知
症
に
つ
い
て
学

べ
る
カ
フ
ェ
で
す
。専
門
家
に
心

配
事
な
ど
を
相
談
し
ア
ド
バ
イ
ス

も
受
け
ら
れ
ま
す
。

９
月
20
日（
火
）午
後
２
時

30
分
〜
４
時

長
沼
ボ
ー
ト
場
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス

山
本
直
子（
ジ
ャ
ス
ピ

ア
ニ
ス
ト
）、平
澤
真
悟（
尺
八
奏

者
）

５
０
０
円

50
人

迫
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２

　

登
米
秋
ま
つ
り
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
継
続
し
て

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、本
年

度
も
開
催
を
中
止
し
ま
す
。

登
米
秋
ま
つ
り
協

賛
会
事
務
局（
登
米
総
合
支
所
市

民
課
内
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
０
５
１

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

佐
沼
税
務
署（
１
階
会
議

室
）

主
に
消
費
税
の
課
税
事

業
者

各
10
人

※
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い

※
各
回
と
も
定
員
に
な
り
次
第
、

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す　

佐
沼

税
務
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
１

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申

請
サ
ポ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。マ

㊎
㊐

◉

☎

㊏
㊐

◉

☎

㊌
㊐

◉

☎

㊋

◉

☎

任
を
持
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。▼
野
焼
き
は
一
部
の
例
外
を

除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。ど
ん

と
焼
き
、た
き
火
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
、農
業
・
林
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
焼
却
は
例
外
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、例
外
行
為
で

あ
っ
て
も
、煙
や
臭
い
で
周
辺
住

民
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
行
為
は
、や

め
ま
し
ょ
う
。

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

佐
沼
税
務
署
で
は
、事
業
者
を

対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
説
明
会
お
よ
び
登
録
申
請
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。登
録
申
請
手

続
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
登
録
申
請

相
談
会
は
、希
望
者
を
対
象
に
、説

明
会
の
後
に
引
き
続
き
行
い
ま

す
。

９
月
22
日（
木
）、９
月
27

日（
火
）／
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　

市
は
、介
護
職
員
の
人
材
確
保

や
資
格
取
得
に
よ
る
資
質
向
上
の

た
め
、助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

◉

介
護
職
員
初
任
者
研

修
、介
護
職
員
実
務
者
研
修

➊
市
内
に
住
所
が
あ

り
、研
修
終
了
後
６
カ
月
以
内
に

市
内
介
護
事
業
所
に
就
労
を
希
望

す
る
人
➋
市
内
介
護
事
業
所
に
３

カ
月
以
上
継
続
し
て
従
事
し
て
い

る
人
➌
市
内
の
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
へ
の
参
画
希

望
者

受
講
料
お
よ
び
テ
キ
ス

ト
代
の
２
分
の
１（
５
万
円
を
限

度
と
す
る
）

◉

研
修
助
成
金
の
交
付
を

受
け
研
修
終
了
後
６
カ
月
以
内
に

市
内
介
護
事
業
所
に
就
労
し
た
人

５
万
円福

祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
長
寿
社
会
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

総
務
省
統
計
局
は
、10
月
１
日

現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実

施
し
ま
す
。こ
の
調
査
は
、日
本
の

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、収
入
が
下

が
っ
た
場
合
は
、臨
時
特
例
措
置

と
し
て
所
得
見
込
額
を
用
い
た
簡

易
な
手
続
き
に
よ
り
、国
民
年
金

保
険
料
免
除
の
手
続
き
が
可
能
で

す
。

　

ま
た
、学
生
に
つ
い
て
も
、収
入

が
下
が
っ
た
場
合
は
、同
様
に
本

人
申
告
の
所
得
見
込
額
を
用
い
た

簡
易
な
手
続
き
に
よ
り
、国
民
年

金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
が

可
能
で
す
。

▼
令
和
２
年
分
＝
令
和
２
年
７
月

分
か
ら
令
和
３
年
６
月
分
ま
で

▼
令
和
３
年
分
＝
令
和
３
年
７
月

分
か
ら
令
和
４
年
６
月
分
ま
で

▼
令
和
４
年
分
＝
令
和
４
年
７
月

分
か
ら
令
和
５
年
６
月
分
ま
で

※
届
け
出
の
用
紙
は
、日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、各
総
合
支

所
市
民
課
ま
た
は
年
金
事
務
所
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

就
業
・
不
就
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
調
査

の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
と
さ

れ
る「
基
幹
統
計
調
査
」で
す
。９

月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
を
お

願
い
す
る
世
帯
に
伺
い
ま
す
の

で
、調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
）

☎
０
２
２
０(

２
２)

２
１
４
７

　

環
境
を
守
り
、次
世
代
に
受
け

継
い
で
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
９
月
は
県
の
不
法
投
棄
防
止
強

化
月
間
で
す
。廃
棄
物
の
不
法
投

棄
は
生
活
環
境
の
破
壊
に
つ
な
が

り
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
と
い
う
意
識
を
持
ち
、

美
し
い
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
責

　　

登
米
市
の
リ
ン
ゴ
で
ジ
ュ
ー
ス

作
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

11
月
12
日（
土
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

登
米
総
合
産
業
高
校

県
内
在
住
の
人

10
人
／
無
料

９
月
１
日（
木
）〜
９

月
30
日（
金
）

氏
名
、性
別
、年
齢
、

住
所
、職
業
、電
話
番
号
を
記
入
の

上
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

登
米

総
合
産
業
高
校（
農
業
科
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）４
６
６
６

下田中53番地8 0220-23-8688
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〜
４
時
10
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

佐
竹
孝た

か
ゆ
き行（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料（
要
電
話
予
約
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

９
月
27
日（
火
）➊
午
前
９

時
30
分
〜
➋
午
前
11
時
〜
➌
午
後

１
時
30
分
〜
➍
午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

「
み
や
マ
リ
！
」ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
入
会
申
込（
会
員
情

報
登
録
）と
来
所
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い

み
や
ぎ
結
婚
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
７
９
７
）３
０
８
３

　

仙
台
法
務
局
と
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
強
化
週
間
を
定
め
、時

間
を
延
長
し
て
相
談
電
話
を
開
設

し
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る「
い
じ
め
・
体

罰
」や
家
庭
内
の「
児
童
虐
待
」な

ど
、子
ど
も
を
巡
る
人
権
問
題
に

つ
い
て
、人
権
擁
護
委
員
が
電
話

相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

８
月
26
日（
金
）〜
９
月
１

日（
木
）／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時（
土
・
日
曜
は
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
）

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

仙
台
法
務
局
人
権

擁
護
部

☎
０
２
２（
２
２
５
）５
７
４
３　

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
勧
誘
、契

不
測
の
事
態
に
よ
り
逼ひ
っ
ぱ
く迫
す
る
リ

ス
ク
も
あ
り
ま
す
。暑
い
時
間
帯

は
熱
中
症
に
注
意
し
つ
つ
、「
使
用

し
て
い
な
い
部
屋
の
照
明
を
消

す
」「
冷
蔵
庫
に
食
品
を
詰
め
込
み

過
ぎ
な
い
」な
ど
、無
理
の
な
い
範

囲
で
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
北
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
１
２
０（
１
７
５
）３
６
６

９
月
８
日（
木
）午
前
10
時

〜
11
時
30
時

中
田
保
健
福
祉
会
館

８
月
31
日（
水
）

20
人（
先
着
順
）

中
田
・
石
越
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
６
１
１

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

市
は
、７
月
の
大
雨
に
よ
り
被

災
し
た
農
地
、農
業
用
施
設
の
復

旧
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
地
、農
業
用
か
ん
が

い
排
水
等
施
設
を
所
有
、管
理
し

て
い
る
個
人
な
ど

復
旧
費
に
対
し
て
、20

〜
50
％
の
範
囲
で
申
請
者
の
負
担

金
が
必
要
と
な
り
ま
す

】10
月
17
日（
月
）産

業

経
済
部
農
林
振
興
課（
農
地
整
備

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

　　

今
夏
の
電
力
需
給
は
、安
定
供

給
で
き
る
見
通
し
で
す
。し
か
し
、

正
午
／
利
府
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

講
話「
補
聴
器
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

高
卓
輝ひ
か
る

氏（
東
北
文
化
学

園
大
学
教
授
・
宮
城
県
言
語
聴
覚

士
会
）

難
聴
者
や
中
途
失
聴
者

や
そ
の
家
族
な
ど

※
事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い県

聴

覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
１

０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
２

　

認
知
症
の
理
解
を
深
め
、介
護

家
族
と
本
人
へ
の
支
援
を
考
え
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◉
　

9
月
21
日（
水
）は
世
界
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
で
す
。市
で
は
、

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
、認
知

症
活
動
協
力
者
と
協
力
し
、認
知

症
支
援
に
関
す
る
チ
ラ
シ
の
配
布

な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

◉
　

地
域
や
職
場
で
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
を
見
守
り
支
え
合
え
る

よ
う
に
応
援
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

　

身
体
状
況
に
関
す
る
悩
み
に
対

し
て
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

専
門
医
・
専
門
職
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。

在
宅
で
生
活
す
る
身
体
障

害
者
手
帳（
肢
体
不
自
由
）を
お
持

ち
の
18
歳
以
上
の
人
、病
院
や
施

設
で
継
続
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

て
い
な
い
人

無
料

９
月
14
日（
水
）

南
方
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

９
月
７
日（
水
）県

リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
２（
７
８
４
）３
５
９
２

　

難
聴
者
・
中
途
失
聴
者
を
対
象

に
、よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
む
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
手
段
を
学
ぶ
教
室
で
す
。聞

こ
え
に
く
い
、聞
こ
え
な
い
と
感

じ
て
い
る
人
、そ
の
家
族
、関
係
者

な
ど
、誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

➊
９
月
３
日（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午
／
大
崎
市
図
書

館
➋
10
月
８
日（
土
）午
前
10
時
〜

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

　

９
月
22
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分

中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

▼
民
事（
借
入
債
権
、

過
払
返
金
、金
銭
、土
地
建
物
、交

通
事
故
な
ど
）▼
家
事（
夫
婦
、親

子
、扶
養
、財
産
分
与
相
続
な
ど
）

無
料（
事
前
予
約
不
要
）

登
米
裁
判
所

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
１
１　

　　　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
や
心
配
事

な
ど
を
専
門
知
識
を
持
つ
支
援
員

に
相
談
で
き
ま
す
。相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

約
や
取
り
引
き
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、消
費
生
活
に
関
す
る
問

題
の
解
決
や
未
然
防
止
の
た
め
、

専
門
の
相
談
員
が
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。　市

消
費
生
活
相
談
窓

口（
南
方
庁
舎
２
階
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

※
電
話
ま
た
は
来
訪
相
談

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

調
停
委
員
が
調
停
手
続
き
の
利

用
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

10
月
１
日（
土
）午
前
９
時

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

（令和4年７月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,669 9,562 10,060 19,622 （0）

登米 1,745 2,162 2,319 4,481 （▲1）

東和 2,243 2,810 2,879 5,689 （▲5）

中田 5,273 7,511 7,738 15,249 （▲2）

豊里 2,127 3,062 3,132 6,194 （▲1）

米山 2,824 4,196 4,284 8,480 （▲24）

石越 1,527 2,227 2,221 4,448 （▲13）

南方 2,735 4,000 4,186 8,186 （5）

津山 1,118 1,419 1,557 2,976 （▲7）

合計 27,261 36,949 38,376 75,325 （▲48）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

用水路などへの転落や傾斜地での横転による農耕車の死
亡事故が発生しています。操作時の安全確認とシートベ
ルト・ヘルメット着用を徹底しましょう。

（令和4年7月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ４ Ｒ３ 増減数

人身事故
発生件数 54件 51件 3件

死者数 1人 1人 0人

負傷者数 61人 55人 6人

物損事故
発生件数 708件 788件 ▲80件

※Ｒ4年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

令和4年
累計

前年同月

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

■

㊋

㊋

㊋

㊋

　

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
を

支
援
す
る
た
め
、A
I
を
活
用
し

た
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
、出
張
相
談
会
と
登
録
会
を

開
催
し
ま
す
。

９
月
４
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時
30
分

迫
公
民
館

】20
〜
49
歳
の
県
内
在
住
・

在
勤
ま
た
は
将
来
的
に
宮
城
県
へ

移
住
予
定
の
独
身
男
女

１
１
０
０
０
円

（
２
年
間
有
効
・
後
日
銀
行
振
込
）

　

広
報
と
め
８
月
号
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。お
わ
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。▼
３
㌻

【
市
中
総
体
結
果
】ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
男
子
団
体
３
位
＝
豊
里
・

新
田
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
団

体
順
位
＝

東
和

佐
沼
▼

５
㌻【
県
小
学
生
陸
上
競
技
交

流
大
会
】１
０
０
㍍
６
年
男
子

岩
嶋
楓
馬
さ
ん
の
記
録
＝
13

秒
58

福
祉

事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
が
い
福

祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５　



編

集

後

記

▼
私
は
夏
が
苦
手
で
す
。猛
暑

に
大
雨
、今
年
も
夏
の
天
気
に

翻ほ
ん

弄ろ
う

さ
れ
る
日
々
が
続
く
中
、

水
の
里
を
巡
る
時
間
に
と
て
も

癒
や
さ
れ
、救
わ
れ
ま
し
た
。爽

や
か
な
風
と
輝
く
水
面
、そ
こ

で
出
会
っ
た
人
た
ち
の
晴
れ

渡
っ
た
青
空
の
よ
う
な
笑
顔
。

紙
面
を
通
し
て
、皆
さ
ん
に
も

水
辺
の
涼
を
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。（
渡
邊
）

▼
と
き
め
き
人
を
取
材
。実
際

に
森
波
に
行
き
、幅
広
い
年
代

が
楽
し
む
姿
、音
楽
に
よ
っ
て

広
が
る
人
と
の
つ
な
が
り
を
肌

で
感
じ
て
き
ま
し
た
。実
行
委

員
の
中
に
は
森
波
が
き
っ
か
け

で
東
京
か
ら
登
米
市
に
移
住
し

た
夫
婦
も
い
る
と
い
う
こ
と

で
、改
め
て
音
楽
や
こ
う
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
見
え
な
い
力
を
実

感
し
ま
し
た
。（
白
石
）

▼
佐
沼
夏
祭
り
が
３
年
ぶ
り
に

開
か
れ
ま
し
た
。初
め
て
目
に

す
る
津
島
神
社
の
み
こ
し
。そ

こ
に「
お
み
こ
し
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
。神
聖
さ

を
感
じ
る
渡
御
行
列
が
ま
と
う

凜
と
し
た
空
気
。猛
暑
も
忘
れ

さ
せ
る
雰
囲
気
に
い
つ
の
間
に

か
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。（
佐
々
木
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　「お客さんが音楽を聴いて踊って楽しんでいる
姿を見ることが何よりもうれしい」と笑顔で話す
副代表の菅原和

かず ひ こ

彦さん。森
しん

波
ぱ

は2008年にスター
トした野外音楽祭。市内で働く10人が実行委員と
して運営する。
　森波実行委員会（柴田道

みちふ み

文代表）が活動を始めた
のは14年前。自分たちの好きなことを通して、地
域の交流や多様な人とのつながりができればと
思ったことがきっかけ。現在は森舞台を会場とし、
能舞台ならではの音響装置である床下のかめを生
かした迫力のあるサウンドで来場者を魅了する。
「始めは、著名なアーティストを招待するために東
京や遠方に行きました。また、地域の理解を得るた
めに日ごろからコミュニケーションをとるように

心掛けました」と話す菅原さん。実行委員の長年の
努力が積み重なり、森波の開催につながっている。
　「大人だけでなく、子どもからお年寄りまで幅広
い年代が楽しめるイベントを目指している」と話
す菅原さん。森波では、多くのアーティストのラ
イブのほか、出店などが並んでいる。また、感染症
対策はもちろん、授乳・おむつ交換スペースを確
保し、小さな子どもがいる家庭でも来場しやすい
環境を整えている。今年は7月17日（日）に開催さ
れ、約300人が会場に足を運んだ。
　「音楽や人とのつながりで、登米市の発展の架け
橋になれたら」と話す実行委員の皆さん。「特別な
場所」、「他とは違う登米市」の実現を目指す実行委
員会の活動は今後も続いていく。
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